
今
に
残
る
歴
史
の
情
景

第2部     - 小学校と昭和のくらし

平
田
が
歩
ん
だ
、
時
の
道
の
り
を
辿
る

第1部	 - 武家 -

徳
昌
寺 羽

田
藩
陣
屋
跡後

藤
館
跡

円
通
寺

塩
竈
神
社

羽
田
神
社

雪野山古墳

赤
穂
浪
士
奥
田
孫
太
夫
父
子
の
墓

旧
 
平
田
小
学
校

中世から近世にかけては、武家政権の時代であ
り、平田地区にもその統治の証となる遺構が残さ
れています。中羽田に残る後藤館跡、上羽田に残
る仙台藩の陣屋跡とゆかりの神社や仏閣が、その
すがたを今に伝えています。

国造りは人造り。平田小学校は明治政府の維新
政策で誕生し、昭和 42年に統合されるまでの間、
地域と共に歩み多くの卒業生を送り出しました。
そして今、その姿は消え去りましたが、人々の心
の中に、有りし日の情景が残されています。

Google Earth

		


で
き
ご
と

旧
石
器
時
代	 



上
平
木
（
浄
土
屋
敷
遺
跡
）
に
人
が
往
来

縄
文
時
代	 



下
羽
田
付
近
（
下
羽
田
遺
跡
）
に
人
が
居
住

弥
生
時
代	 



上
羽
田
（
内
堀
遺
跡
）
中
羽
田
（
五
反
田
遺
跡
）
に
人
が
居
住

古
墳
時
代
前
期	 



雪
野
山
古
墳
が
造
ら
れ
る

古
墳
時
代
後
期	 



八
幡
社
古
墳
群
が
で
き
る

飛
鳥
時
代		 



六
〇
四
年
（
推
古
天
皇
12
年
）
聖
徳
太
子
、
十
七
条
憲
法
制
定

飛
鳥
時
代		 



六
四
五
年
、
大
化
の
改
新
が
始
ま
る

飛
鳥
時
代		 



六
七
二
年
（
天
武
元
年
）、
羽
田
公
矢
国
が
壬
申
の
乱
で
活
躍

奈
良
時
代		 



蒲
生
郷
に
条
里
制
が
敷
か
れ
る

平
安
時
代
中
期	 



一
〇
四
九
年
（
永
承
4
年
）、
羽
田
庄
が
皇
室
領
と
な
る

室
町
時
代
後
期	 



後
藤
氏
が
中
羽
田
に
来
住
し
、
後
藤
館
を
築
く	

 

一
五
六
三
年	 



後
藤
賢
豊
が
嫡
男
（
壹
岐
の
守
）
と
共
に
主
君
に
謀
殺
さ
れ
る

一
五
七
〇
年	 



柴
田
勝
家
が
瓶
割
山
で
六
角
勢
と
戦
う

一
五
八
二
年	 



後
藤
高
治
が
山
崎
の
合
戦
で
破
れ
領
地
を
失
う

一
六
〇
一
年	 



上
羽
田
が
仙
台
領
と
な
る

一
六
五
五
年	 



仙
台
藩
代
官
派
遣
（
陣
屋
）

一
七
五
〇
年	 



中
羽
田
に
奥
田
孫
太
夫
父
子
の
墓
が
で
き
る

		 




近
代

一
八
六
八
年  

明
1	 

明
治
維
新

一
八
七
一
年  

明
4	 

廃
藩
置
県

一
八
八
九
年  

明
22	 

６
か
村
が
合
併
し
、
平
田
村
が
誕
生

一
八
八
九
年  

明
22	 

町
村
制
施
行

一
九
〇
〇
年  

明
33	 

平
田
尋
常
小
学
校
開
校

一
九
一
三
年  

大
2	 

湖
南
鉄
道
（
現
近
江
鉄
道
）
が
全
線
開
通

一
九
四
五
年  

昭
20	 

上
羽
田
に
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
が
不
時
着

一
九
四
五
年  

昭
20	 

太
平
洋
戦
争
終
結

一
九
四
八
年  

昭
23	 

組
合
立
蒲
生
中
学
校
開
校

一
九
五
四
年  

昭
29	 

八
日
市
市
が
誕
生

一
九
六
〇
年  

昭
35	 

平
田
幼
稚
園
開
園

一
九
六
二
年  

昭
37	 

平
田
公
民
館
設
置

一
九
六
七
年  

昭
42	 

八
日
市
西
小
学
校
開
校

一
九
七
一
年  

昭
46	 

六
つ
木
排
水
路
竣
工

一
九
八
二
年  

昭
57	 

船
岡
中
学
校
開
校

一
九
八
九
年  

平
1	 

雪
野
山
古
墳
の
発
掘
開
始

一
九
九
二
年  

平
3	 

雪
野
山
ト
ン
ネ
ル
開
通

二
〇
〇
五
年  

平
17	 

東
近
江
市
誕
生

二
〇
〇
五
年  

平
17	 

平
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
発
足

二
〇
一
九
年  

平
31	 

平
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
築

江戸 中世 古代 原始

平田再発見

      Ⅱ



中
世
の
統
治
の
姿
を
証
す
後
藤
館

中
羽
田
町
の
東
の
端
、
ち
ょ
う
ど
上
羽
田
町
の
西
方
に
接
す
る
あ
た
り
に
、
大
き
な

土
塁
で
区
画
さ
れ
た
一
角
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
室
町
時
代
こ
の
地
に
来
住
し
、
こ
の

付
近
一
帯
を
治
め
た
と
さ
れ
る
後
藤
氏
の
居
館
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

古
代
か
ら
中
世
の
始
め
に
か
け
て
、
こ
の
地
は
羽は

田た

公の

矢や

国く
に

一
族
の
勢
力
圏
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
荘
園
開
発
（
羽
田
荘
）
に
よ
り
領
地
が
形
成
さ

れ
て
い
き
、
平
安
中
期
以
降
は
皇
室
領
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
日
本
は
武
家
政
権
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
地
の
そ
の
頃
の
統
治

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、中
世
の
平
田
地
域
の
統
治
を
物
語
る
も
の
は
、

こ
の
後
藤
館
跡
以
外
に
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
後
藤
氏
が
こ
こ
に
領
地
を
得
た
経
緯
は
定
か
で
は
な
く
、
後
藤
家
の
系
譜
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
壮
大
な
後
藤
館
跡
を
見
る
限
り
、
後
藤
氏

が
こ
の
地
を
治
め
て
い
た
事
に
、
疑
い
の
余
地
は
な
さ
そ
う
で
す
。

六
角
家
の
重
臣
、
後ご

藤と
う

賢か
た

豊と
よ

一
方
で
後
藤
氏
は
、
近
江
の
守
護
職
を
務
め
る
六
角
家
の
有
力
な

家
臣
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

特
に
後
藤
賢
豊
の
代
に
は
当
主
の
力
を
し
の
ぐ
ほ
ど
の
権
勢
を
誇

り
、
一
時
は
当
主
に
代
わ
つ
て
六
角
家
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
賢
豊
は
、
文
武
の
両
方
に
秀
で
て
お
り
、
六
角

家
臣
達
か
ら
の
信
望
も
厚
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
後
藤

氏
に
は
、
蒲
生
氏
郷
の
生
家
で
あ
る
蒲
生
家
や
、
北
伊
勢
の
千ち

種ぐ
さ

家

と
の
縁
組
に
よ
る
、
有
力
武
家
と
の
強
い
絆
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
後
に
、
こ
の
実
力
が
災
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。

観
音
寺
騒
動
と
六
角
家
式
目

六
角
家
重
臣
と
し
権
勢
を
誇
っ
た
後
藤
賢
豊
で
し
た
が
、
永
禄
六
年

（
一
五
六
三
年
）
10
月
、
当
時
の
当
主
で
あ
る
六
角
義
治
（
義
弼
）
に
、

嫡
男
（
壹
岐
守
）
と
共
に
謀
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
賢
豊
の
力

を
恐
れ
る
あ
ま
り
義
治
が
と
っ
た
暴
挙
で
あ
り
、
家
臣
達
は
揃
っ
て
反
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
義
治
が
先
代
の
義
賢
（
承
禎
）
か
ら
家
督
を
継
い

だ
5
年
後
の
事
で
あ
り
、
こ
の
と
き
義
治
は
わ
ず
か
19
才
で
し
た
。

こ
の
事
件
は
観
音
寺
騒
動
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
に
よ
り
六
角
家
は
一
挙
に

武
家

「 後藤館跡には、西辺の南北が約 120 ｍ、東辺の南北が約 100m、東西幅
が約 100 ｍの台形状の敷地に、門の石垣や土塁、堀の一部が残っている。
昭和 58年に滋賀県の史跡に指定された。後藤氏は他に、雪野山城、佐生城
を構え、観音寺城内にも大きな屋敷を置いていた 」

門跡に残る石垣

市
道
沿
い
に
残
る
土
塁
と
堀
跡
： 

案
内
板
は
は
め
こ
み

第    1部

弱
体
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
永
禄
10
年
（
一
五
六
七
年
）
4
月
、
こ
の

よ
う
な
当
主
の
暴
走
を
避
け
る
た
め
に
六
角
家
の
権
限
を
制
限
す
る
、

六
角
家
式
目
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

家
督
を
継
い
だ
次
男
、
後
藤
高
治

後
藤
賢
豊
と
嫡
男
壹
岐
守
の
死
後
、
次
男
高
治
が
後
藤
家
の
家
督
を

継
ぎ
六
角
氏
に
仕
え
ま
す
。
そ
し
て
5
年
後
の
永
禄
11
年
（
一
五
六
八

年
）
9
月
、
六
角
氏
は
、
信
長
の
足
利
義
昭
を
擁
し
た
上
洛
戦
で
破
れ

て
観
音
寺
城
を
失
い
、
家
臣
達
は
散
ら
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

安
土
桃
山
時
代
を
迎
え
る
と
、
近
江
は
織
田
信
長
に
支
配
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
、
後
藤
高
治
は
早
々
と
織
田
信
長
の
軍
門
に
下
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
の
た
め
、
安
土
城
で
の
相
撲
大
会
で
相
撲
奉
行
に
任
ぜ
ら

れ
る
な
ど
信
長
に
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
能
寺
の
変
の
後
の
山
崎
の
戦
い
（
天
下
分
け
目
の
天
王

山
の
合
戦
）
で
高
治
は
、明
智
光
秀
に
組
し
た
た
め
、こ
の
地
を
追
わ
れ
、

平
田
地
域
の
領
地
は
豊
臣
秀
吉
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

後
こ
の
領
地
は
、
在
京
賄
料
と
し
て
徳
川
家
康
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。出典：東近江市の遺跡シリーズ３ 「後藤館跡」より

後
藤
氏
と
そ
の
居
館
、
後
藤
館

後
藤
館
跡

中
世
、
武
家
統
治
の
は
じ
ま
り

写真 -左側 :
上羽田町の西方側から見た後藤館跡の全景。後方にそびえる雪野山の
山頂には、後藤氏の付け城、雪野山城があったとされる。

写真 -右側 :
田園が広がり、後方に中羽田町、下羽田町、上平木町の町並みが見える。
写真の右端、上平木町の後ろの山は瓶割山。戦国時代に柴田勝家が布陣したとされる。



仙
台
藩
と
他
の
領
主

平
田
を
治
め
た

羽田神社

徳昌寺

円通寺

塩竈神社

赤穂浪士奥田孫太夫
父子の墓

後藤館跡

羽田陣屋跡

彦
根
藩
｜
柏
木
と
下
平
木
を
治
め
た
大
名

市
橋
氏
｜
下
羽
田
を
治
め
た
旗
本

旗
本
・
市
橋
氏
は
、
日
野
に
を
本
拠
を
置
く
仁
正
寺
藩
・
市
橋
家
の
分
家
。

本
家
の
市
橋
家
は
以
前
、
越
後
の
三
条
藩
主
で
あ
り
、
徳
川
家
の
家
臣
と
し

て
四
万
一
千
三
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
長
勝
の
代
に
跡
継
が
途
絶
え
、
そ
の
領
地
を
失

う
事
に
な
っ
た
。
し
か
し
長
勝
の
甥
で
あ
る
長
政
へ

の
家
督
相
続
が
許
さ
れ
、
蒲
生
地
域
に
二
万
石
の
領

地
を
得
て
仁
正
寺
藩
を
立
藩
す
る
事
が
で
き
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
二
千
石
を
娘
婿
の
市
橋
長
吉
に

分
与
し
、
そ
の
長
吉
が
旗
本
市
橋
氏
と
し
て
、
下
羽

田
を
治
め
た
。

 

年
表  

分
割
統
治
さ
れ
た
期
間

江
戸
期
を
通
じ
て
、
分
割
が
続
い
た

二
六
八
年
も
続
い
た
統
治
の
す
が
た

一
六
〇
〇
年  

関
ケ
原
の
戦
い

一
六
〇
一
年  

平
田
地
区
の
領
地

	
   

分
配
が
始
ま
る

一
八
六
八
年  

明
治
維
新

一
八
六
九
年  

版
籍
奉
還

一
八
七
一
年  

廃
藩
置
県

分割統治の期間

石
河
氏
｜
上
平
木
と
中
羽
田
を
治
め
た
旗
本

い
し 

こ

彦根藩

柏木村：
xxx 石

-

ー  江戸時代の領地支配のすがた  ー

江戸時代、平田地区は
仙台藩、彦根藩、石河氏、市橋氏の
領地に分割されて統治されていた。
また周辺の地区も同様に、分割されていた。

石河氏

市橋氏

石河氏

仙台藩

下平木村：185.526 石 彦根藩

上平木村：1,335.08 石

下羽田村：812.26 石

野口村

三津屋村

糠塚村

東古保志塚村

西古保志塚村

上羽田村：1,994.101 石

中羽田村：
561.32 石

（北方）

（西方）

（南方）

（平石）

彦根藩

柏木村：
345.8 石

 在京賄料と領地の分割
なぜこんなに分割されてしまったのか？そもそも事の起こりは、豊臣秀吉

が在京賄料の名目でこの地域を徳川家康に与えた事にあります。
その後、家康は関ケ原の戦いで豊臣側に勝利し、秀吉に貰った領地を戦功

のあった家臣たちに分け与えます。このように細かく分割したのは、「家臣の
所領を分散させる事によって力を弱める」という意図があったようです。そ
の時、平田地区は四家に分配されその状態が明治まで続きました。

旗
本
・
石
河
氏
は
美
濃
国
の
出
身
で
、
古
く
は
斎
藤
家
の
家
臣
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
。

関
ケ
原
の
戦
い
で
は
豊
臣
方
に
付
い
た
た
め
領
地

を
失
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
子
孫
が
徳
川
家
に
仕
え

て
戦
功
を
あ
げ
、
寛
永
２
年
（
一
六
二
五
年
）
蒲
生

な
ど
３
郡
に
領
地
を
与
え
ら
れ
た
。
上
平
木
に
残
る

古
文
書
に
は
、
日
吉
神
社
（
旧
八
王
子
神
社
）
へ
の

寄
進
に
関
す
る
記
録
が
残
っ
て
お
り
、
上
平
木
と
の

係
り
の
一
端
を
知
る
事
が
で
き
る
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

桜
田
門
外
の
変
で
暗
殺
さ
れ
た
、
幕
末
の
大
老
井
伊
直
弼
。
そ
し
て
湖
畔
に

そ
び
え
る
国
宝
彦
根
城
。
歴
史
に
名
を
刻
ん
だ
藩
主
や
、数
々
の
史
跡
に
よ
り
、

そ
の
名
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
。

井
伊
家
は
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
後
、
近
江
に
領
地

を
得
て
彦
根
に
本
拠
を
移
し
た
。
当
初
、
石
田
三
成
の

居
城
で
あ
っ
た
佐
和
山
城
に
入
っ
た
が
、
慶
長
８
年

（
一
六
〇
三
年
）
今
あ
る
彦
根
城
の
建
築
を
開
始
す
る
。

そ
の
後
の
戦
功
に
よ
り
、
元
和
３
年
（
一
六
一
七
年
）

に
蒲
生
に
領
地
を
得
た
。
こ
の
時
、
柏
木
と
下
平
木
が

彦
根
藩
の
領
地
に
な
っ
た
。

平田コミュニ
ティセンター

光
明
寺

井伊家の家紋 -彦根橘 市橋家の家紋 -三つ盛り菱 石河家の家紋 -丸に笹竜胆 伊達家の家紋 -竹に雀
（他にも多くの家紋が使われていた）

仙
台
藩
の
陣
屋
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
は
空

き
地
に
な
っ
て
お
り
、
遺
構
ら
し
き
も
の
は

何
も
見
当
た
ら
な
い
。

石高は「旧高旧領取調帳」
（明治元年取調旧高）
「滋賀県市町村沿革史」による。

*石河氏、市橋氏は旗本

に
云
う
百
万
石
の
お
墨
付
き
で
す
。
し
か
し
そ
の
約
束
は
果
た

さ
れ
ず
、
代
わ
り
に
与
え
ら
れ
た
の
が
、
上
羽
田
村
な
ど
の
蒲

生
の
地
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
上
羽
田
村
は
、
明
治
に
な

る
ま
で
仙
台
藩
の
領
地
と
し
て
統
治
さ
れ
ま
し
た
。

引用：八日市の歴史

室
町
時
代
、
後
藤
氏
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
た
こ
の
地
域
は
、
豊
臣
秀
吉
・

徳
川
家
康
の
領
有
期
を
経
て
仙
台
藩
、
彦
根
藩
、
石
河
（
い
し
こ
）
氏
、
市
橋
氏

の
領
地
に
分
割
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
領
地
の
分
配
は
、
徳
川
家
康
が
関
ケ
原
の
戦
い
で
勝
利
し
た
翌
年
の
、

一
六
〇
一
年
（
慶
長
6
年
）
に
始
ま
り
、
こ
の
統
治
の
姿
は
、
版
籍
奉
還
が
行
わ

れ
る
一
八
六
九
年
（
明
治
2
年
）
ま
で
の
、
二
六
八
年
に
渡
っ
て
続
き
ま
し
た
。

華岳山

下羽田町

中羽田町

上平木町

上羽田町

白鳥川

陣屋跡（空き地）

*在京賄料とは、京都に置かれた家臣の屋敷の
   維持経費に充てる為の手当。

今
に
残
る
仙
台
藩
統
治
の
証

上
羽
田
町
に
は
、
仙
台
藩
ゆ
か
り
の
神
社
や
お
寺
が
現
存
し
、

仙
台
藩
統
治
時
代
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

上
羽
田
町
南
方
に
残
る
鹽
竈
神
社
は
、
本
拠
陸
奥
で
守
り
神

と
し
て
い
た
鹽
竈
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
上
羽
田
町
北
方
の
徳
昌
寺
は
、
伊
達
家
の
近
江
に
お
け

る
菩
提
寺
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
ケ
原
の
戦
い
で
戦
功
を
上
げ
た
家
康
の
家
臣
た
ち
。
平
田
の
領
地
は
そ
の
う
ち

の
四
家
に
分
け
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
最
も
広
い
領
地
を
得
た
の
は
仙
台
藩
で

し
た
。
独
眼
竜
政
宗
の
異
名
を
持
ち
、
数
々
の
武
勇
が
伝
え
ら
れ
る
野
心
家
、
伊
達

政
宗
が
初
代
藩
主
。
立
藩
か
ら
明
治
に
な
る
ま
で
伊
達
家
が
藩
主
を
務
め
た
事
か
ら
、

伊
達
藩
と
呼
ば
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。

伊
達
政
宗
は
、
関
ケ
原
の
戦
い
の
直
前
に
徳
川
家
康
か
ら
「
徳
川
方
へ
加
勢
す
れ

ば
旧
領
を
回
復
し
、
百
万
石
に
加
増
す
る
」
と
い
う
約
束
を
取
付
て
い
ま
し
た
。
世

伊
達
政
宗
、
平
田
に
所
領
を
得
る

伊達政宗略歴：
戦国末期から江戸初期に
かけて活躍
豊臣家、徳川家に仕える
伊達家 17代目当主
仙台藩初代藩主
独眼竜の渾名を持つ
1567 年 - 輝宗の子として誕生 
1636 年 - 死没

伊達政宗像：
東福寺霊源院蔵

（
現
平
田
町)



雪
野
山
の
麓
に
残
る
、
赤
穂
浪
士

奥
田
孫
太
夫
父
子
の
墓
碑 

こ
の
辞
世
の
句
を
残
し
て
切
腹
し
た
主
君
、
浅あ

さ

野の

内た
く

匠み
の

頭か
み

長な
が

矩の
り

の
無
念
を
晴
ら
す
た
め
、
家
臣
四
十
七
名
は
吉
良
邸
へ

の
討
ち
入
り
と
い
う
、
殺
傷
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
赤
穂
事
件
と
呼
ば
れ
、
幕
府
・
公
儀
に
対
す

る
反
逆
行
為
と
し
て
浪
士
た
ち
に
切
腹
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
庶
民
に
は
主
君
の
無
念
を
晴
ら
し
た
「
忠
君
の
士
」

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
事
が
後
の
歌

舞
伎
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
の
大
ヒ
ッ
ト
に
繋
が
り
ま
し
た
。

奥
田
孫
右
衛
門
の

長
男
、
久
右
衛
門

が
羽
田
郷
に
来
住

奥
田
孫
太
夫
と
貞
右
衛
門

ま
ず
、
墓
碑
の
主
で
あ
る
奥
田
孫
太
夫
父
子
が
、
何
者

な
の
か
を
、
知
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

父
、
奥
田
孫
太
夫
重
盛
は
、
赤
穂
四
十
七
士
の
一
人
で

あ
り
、
大
太
刀
の
使
い
の
剣
客
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
赤
穂
城
主
・
浅
野
内
匠
頭
長
矩
の
馬
廻
役
・
武
具
奉

行
を
つ
と
め
、
江
戸
詰
で
百
五
十
石
を
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
馬
廻
役
と
い
う
の
は
主
君
の
警
護
役
で
す
の
で
、
彼

が
武
芸
に
秀
で
る
と
と
も
に
内
匠
頭
の
厚
い
信
頼
を
得
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
奥
田
孫
太
夫
は
、
そ
の
主
君
に
対
す
る
忠
義
を

貫
く
た
め
、
堀
部
安
兵
衛
や
高
田
郡
兵
衛
と
共
に
江
戸
急

進
派
の
中
心
に
な
り
、
大お

お

石い
し

内く

蔵ら
の

助す
け

に
討
ち
入
り
の
実
行

を
強
く
迫
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
孫
太
夫
に
は
後
継
ぎ
に
な
る
男
子
が
無
く
、

一
人
娘
に
養
子
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
子
と
し
て
弔

わ
れ
て
い
る
貞
右
衛
門
行
高
で
す
。
貞
右
衛
門
は
野
洲
郡

比
留
田
村
（
現
・
野
洲
市
）
の
近
松
家
出
身
で
、
赤
穂
藩

の
加
東
郡
勘
定
方
を
つ
と
め
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
貞
右
衛
門
が
討
ち
入
り
に
参
加
し
、
切
腹
し

た
時
、
彼
に
は
清
十
郎
と
い
う
二
歳
の
子
ど
も
が
お
り
、

後
に
仁
尾
家
の
養
子
と
な
り
、
阿
波
国
徳
島
藩
士
と
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
穂
浪
士
・
奥
田
孫
太
夫
と
奥
田
家
、

そ
の
系
譜
を
紐
解
く
 

風
誘
う　

花
よ
り
も
な
お　

我
は
又 

   

春
の
名
残
を　

如
何
に
と
や
せ
ん

奥
田
美
作
の
三
男
・

某
が
伊
勢
に
移
り
内

藤
家
に
仕
え
る

赤
穂
四
十
七
士

が
吉
良
邸
へ
討

ち
入
る
。

奥
田
某
の
子
・
孫
太

夫
が
、
赤
穂
の
浅
野

家
に
仕
え
る

討
ち
入
り
に
参

加
し
た
赤
穂
浪

士
が
切
腹
。

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

が
大
阪
竹
本
座
で

初
演
。

奥
田
久
右
衛
門
元
吉

の
子
、
奥
田
元
長
と

元
統
と
が
、
墓
碑
を

建
立
。

当
主
、
浅
野
内
匠

頭
長
矩
が
切
腹
。

  赤穂浅野家・忠臣蔵

17011748

『
義
士
四
十
七
図　

奥
田
孫
太
夫
重
盛
』（
尾
形
月
耕
画
）

  奥田家
室
町
時
代
の
末
期
、
奥
田
三
右
衛
門
、

尾
張
奥
田
に
て
奥
田
姓
を
名
乗
り
、
そ
の

嫡
男
・
七
郎
五
郎
道
家
が
美
濃
に
移
住
。

そ
の
弟
、
美
作
が
近
江
に
移
住
し
て
佐
々

木
六
角
氏
に
仕
え
六
角
氏
没
落
後
、
嫡
男
・

孫
右
衛
門
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
る
。

寛延
3年

寛延
1年

元禄
16年

元禄
14年

江戸時代の始め1750 1703

こ
の
吉
良
邸
へ
の
討
ち
入
り
は
赤
穂
浪
士
四
十
七
士
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
う
ち
の
一
人
が
姿
を
消
し
た
た
め
、
実
際
に
切
腹
し
た
の
は
四
十
六
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
討
ち
入
り
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
の
ひ
と
り
に
、
奥
田
孫
太
夫
と
い
う
名

の
浪
士
が
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
孫
太
夫
と
そ
の
子
、
貞
右
衛
門
の
墓
所
が
中
羽
田
町
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
に
は
墓
碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
建
立
し
た
奥
田
本
家
に
よ
っ
て
今
も

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
赤
穂
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
に
奥
田
家
の
本
家
が
あ
り
、
墓
碑
ま
で
あ
る
の
か
？
こ

れ
は
だ
れ
も
が
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
揺
れ
動
く
時
代
の
中
で
、
仕
官
・
縁
組
な
ど
の
武
家
な
ら
で
は
の
事
情

に
よ
っ
て
、
繋
が
り
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
す
。

孫太夫は大太刀使いの剣客：孫太夫は大太刀の名手であり、
その刃渡は 2尺余りであったとされている。

奥
田
孫
太
夫
父
子
の
墓
所
に
建
つ

墓
碑
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
押

奥
田
家
の
発
祥
か
ら
、

墓
碑
か
建
て
ら
れ
る
ま
で
。

年 表

太刀

大太刀

脇差

短刀 刀の画像出典：刀剣ワールド

元禄
15年

『誠忠義士聞書之内 討入本望之図』歌川国芳 画国立国会図書館所蔵巻物に記された系図：奥田家所蔵
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将
軍
を
補
佐
す
る
将
軍
に
次
ぐ
最
高
の
役
職

細
川
・
斯
波
・
畠
山

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

室
町
幕
府
管
領
家 

足
利
氏
の
血
を
引
く

奥
田
家
は
斯
波

シ
バ

氏

尾
張
の
守
護

の
出

 
 

 

尾
張
奥
田
村
・
現
稲
沢
市

奥
田
三
右
衛
門

 
 

 
 

 
 

長
子 

奥
田
七
郎
五
郎

 
 

 
 

 
 

二
男

 
 

 
 
 
 

三
男 

奥
田
美
作

江
州
・
佐
々
木
氏
に
属
す

観
音
城
山
下
に
屋
敷

 
 

妻

長
子 

孫
右
衛
門

佐
々
木
氏
没

後

秀
吉
に
仕
え
伏
見
城
に
移
る

長
子 

久
右
衛
門

故
あ
り
て
羽
田
に
来
住

一
六
〇
〇

年

半
ば
と
推
定

江
戸
初
期
家
光
・
家
綱
の
こ
ろ

妻

 

久
右
衛
門
元
吉

医
業
を
兼
ね
る

某 
 

近
江
八
幡
・
竹
村
氏

妻

長
子 

久
右
衛
門
元
長

庄
屋
・
一
七
五
九
年
没

某 
 

孫
太
夫

鳥
羽
城
主
・
内
藤
家
に
仕
え
る

 

二
男 

万
弥
元
統

医
者

四
十
七
士
討
ち
入
り
の
四
十
九
年
後

元
長
と

子 

孫
太
夫
重
盛

四
十
七
士

女

元
統
が
中
羽
田
に
孫
太
夫
と
貞
右
衛
門
行
高
の

妻 

当
初

内
藤
家
に
仕 

女

墓
碑
を
建
立

某

え
る
が

お
家
断
絶 

妻

妻

と
な
り

浅
野
家
に 

属
す

娘 

清
十
郎

親
と
祖
父
が
切
腹
時
二
歳

妻

仁
尾
官
右
衛
門
の
養
子
と
な
る

貞
右
衛
門
行
高

養
子

四
十
七
士

中
主
・
近
松
家
出
身

医
家
と
し
て
現
在
も
続
く

祖
父
は
御
典
医
と
し
て
浅
野
家
に
仕
え
る

弟
・
僧
侶

江
戸
谷
中
の
長
福
寺

弟
・
仁
尾
官
右
衛
門

徳
島
藩
・
松
平
淡
路
守
に
仕
え
る

異
母
兄
・
近
松
勧
六
行
重

四
十
七
士

代

落

雪
野
山
の
麓
に
あ
る
墓
碑

孫
太
夫
と
貞
右
衛
門
の
墓
碑
は
雪
野
山
の
麓
、

女
坂
の
登
り
口
付
近
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
周
辺
に

は
多
聞
院
な
ど
が
あ
り
、
雪
野
山
散
策
ル
ー
ト
の

要
所
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
墓
碑
の
入
口
に
は
案

内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

墓
碑
は
こ
の
案
内
板
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
墓
碑
の
表
に
は
「
浅
野
内

匠
頭
家
頼
四
十
六
義
士
・
奥
田
孫
太
夫
重
盛
、
同

貞
右
衛
門
行
高
」「
元
禄
十
六
癸
未
二
月
四
日
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
裏
側
に
は
、
墓
碑
の
建
立
年

代
と
建
立
者
の
名
前
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

風
化
し
て
す
こ
し
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、「
寛
延
三
年
十
月
二
十
五
日
」「
奥
田
元
長
・

奥
田
元
統
」
と
よ
み
と
れ
ま
す
。

墓
碑
の
表
面
に
刻
ま
れ
た
元
禄
十
六
年

（
一
七
〇
三
）
二
月
四
日
は
、
赤
穂
浪
士
た
ち
が
切

腹
し
た
日
で
す
。「
家
頼
（
家
来
）
四
十
六
義
士
」

と
あ
り
、
義
士
の
数
が
「
四
十
七
」
で
は
な
く

「
四
十
六
」
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
当
時
、
討

ち
入
り
後
に
姿
を
消
し
た
寺
坂
吉
右
衛
門
が
、
義

士
と
し
て
は
数
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

な
お
、
こ
の
墓
碑
が
建
立
さ
れ
た
寛
延
三
年

（
一
七
五
一
）
は
、
浪
士
た
ち
の
討
ち
入
り
か
ら

四
十
九
年
後
の
こ
と
で
す
。

な
ぜ
こ
こ
に
墓
碑
が
？

で
は
な
ぜ
、
討
ち
入
り
か
ら
四
十
九
年
も
経
っ

て
か
ら
、
こ
こ
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

事
件
か
ら
四
十
九
年
後
の
寛
延
三
年
は
、
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
の
初
演
か
ら
二
年
後
で
す
。
こ
の
時

期
に
は
、
赤
穂
・
花
岳
寺
で
も
四
十
六
士
の
墓
碑

が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
、
討
ち
入
り

行
為
の
美
化
を
禁
止
し
た
幕
府
の
姿
勢
が
緩
ん
で

き
て
お
り
、
墓
を
建
て
る
の
に
は
良
い
時
期
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
こ
の
地
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
建
立
者
、
奥
田
元
長
・
元
統
と
孫
太
夫

と
の
関
係
を
見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

中
羽
田
の
奥
田
家
に
伝
わ
る
系
図
に
は
、
中
羽

田
の
奥
田
家
は
赤
穂
の
奥
田
家
の
本
家
に
あ
た
り
、

孫
太
夫
と
元
長
・
元
統
は
三
代
前
で
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

忠
臣
蔵
に
よ
っ
て
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
が
美

談
と
し
て
賞
賛
を
浴
び
る
中
、
そ
れ
に
加
わ
っ
た

義
士
の
墓
碑
を
本
家
が
建
て
る
事
は
、
ご
く
自
然

な
行
為
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
貞
右
衛
門
の
子
で
あ
る
清
十
郎
の
碑

が
、
中
羽
田
か
ら
約
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
離

れ
た
平
田
町
に
残
っ
て
い
ま
す
。

奥
田
孫
太
夫
父
子
の
墓
碑

この由緒書きの左脇が通路になっ
ており、ここから奥に 30mほど
入ると墓所に辿り着く。

奥田家の家紋 -引両紋
奥田氏の祖とされる斯波氏、
足利氏もこれと同じ家紋。

奥田家に伝わる家系図

奥
田
家
に
は
巻
物
の
形
で
系
図

が
残
さ
れ
て
お
り
、
各
所
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
孫
大
夫
の
系
譜

の
基
に
な
っ
て
い
る
。

奥
田
家
系
図

雪野山の麓、歴史公園のすぐ近くに建てられている。
戦時中は課外授業として、平田国民学校生徒たちに
よる墓参りが行われた。

な
お
、
奥
田
孫
太
夫
の
本
来

の
墓
は
他
の
浪
士
と
同
じ
、
高

輪
の
泉
岳
寺
に
あ
り
ま
す
。

平
田
駅
前
に
残
る

「
奥
田
清
十
郎
の
碑
」
の
碑
文
よ
り

清
十
郎
は
上
記
長
福
寺
（
江
戸
谷
中
の
長
福
寺
）
に
預

け
ら
れ
た
が
、
住
職
は
幕
府
の
追
及
を
恐
れ
、
父
祖
の
地

に
近
い
西
生
来
村
に
隠
し
た
。

そ
の
後
、
当
地
の
領
主
松
平
淡
路
守
が
清
十
郎
を
知
り
、

禄
を
給
し
、
藩
士
に
列
し
た
。
清
十
郎
の
屋
敷
は
椿
御
殿

と
う
た
わ
れ
、
代
々
栄
誉
の
家
と
た
た
え
ら
れ
た
。　

墓所に入るには：

奥田孫太夫は切腹待ちの時、「切腹の稽
古をしたことが無くどうすれば良いの
か？」と大真面目に指南を求め、周囲
を和ませるなど、気遣いの人でもあり
ました。その孫太夫父子の墓所は、雪
野山歴史公園から徒歩 5分、女坂の入
口付近にあります。

白鳥川

八
幡
社

古
墳
群 女

坂

雪
野
山
ト
ン
ネ
ル

雪野山歴史公園

奥
田
孫
太
夫

父
子
の
墓
所

墓所への入口

こ
の
章
は
、
八
日
市
郷
土
文
化
研
究
会
発
行
の
「
蒲
生
野
第
32
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
参
考
に
作
成
。

ア
ク
セ
ス

日野川

フォ
ント

変更



平
田
小
学
校
の
思
い
出

平
田
尋
常

小
学
校
開
校
1900 

1941
1967 太

平
洋

戦
争
開
戦

1945

終
戦

平
田
小
学
校

廃
校

平田小学校の全景 -昭和 41年
平田小学校は、昭和 42年に市辺小学校と統合されて八日市西小学校になったが、校舎は昭和
51年まで残っていた。   出典：私とあなたの平田地区 50年

昭
和
中
期
の
平
田
小
学
校
。
出
典
：
私
と
あ
な
た
の
平
田
地
区
50
年

我
が
学
び
舎
、
平
田
小
学
校

人
づ
く
り
は
国
づ
く
り
。
国
民
の
全
て
が
平
等
に
学
べ
る
教
育
環
境
を
整
え

る
た
め
、
明
治
政
府
は
「
小
学
校
令
」
を
発
し
て
全
国
に
小
学
校
の
設
置
を
促

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
明
治
33
年
に
平
田
尋
常
小
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。

学
校
は
、
修
業
年
限
4
年
の
初
等
過
程
と
、
修
業
年
限
2
年
の
高
等
小
学
校

の
2
校
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に
も
羽
田
と
平
木
に
学
校
は
あ
り

ま
し
た
が
、
民
家
や
武
家
屋
敷
を
利
用
し
た
簡
素
な
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
の
戦
時
期
に
は
名
前
が
平
田
尋
常
小
学
校
か
ら
平
田
国
民
学
校
に
変
わ
り

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
教
育
内
容
も
時
代
の
影
響
を
受
け
様
変
わ
り
し
ま
す
。

終
戦
後
、
平
田
国
民
学

校
は
平
田
小
学
校
に
名
を

変
え
て
、
平
和
な
時
代
の

人
づ
く
り
の
役
割
を
担
い

ま
す
。
そ
し
て
昭
和
42
年

に
市
辺
小
学
校
と
統
合
さ

れ
、
八
日
市
市
立
八
日
市 

西
小
学
校
が
開
校
。

平
田
小
学
校
は
役
目
を

終
え
ま
す
。

こ
こ
に
も
激
動
の
昭
和
が
あ
り
ま
し
た

大
正
末
期
か
ら
昭
和
の
始
め
に
か
け
て
、
中
国
大
陸

に
進
出
し
て
い
た
日
本
は
現
地
政
府
と
の
対
立
が
深
ま

り
、
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
平
田
小
学
校
で
は
校
舎
の
増
築

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
、
昭

和
42
年
ま
で
続
く
、
平
田
小
学
校
の
の
最
終
的
な
校
舎

卒
業
生
の
記
憶
と
記
録
を
紡
ぐ

の
形
が
出
き
上
が
り
、
新
し
い
昭
和
の
時
代
に
相
応

し
い
教
育
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
の
平
田
を
象
徴
す
る
こ
の
平
田
小

学
校
の
姿
を
、
当
時
の
在
校
生
の
記
憶
と
残
さ
れ
た

資
料
を
頼
り
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

昭
和
初
期
の
卒
業
記
念
写
真

昭
和
9
年
の
卒
業
記
念
写
真
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
下
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
最
終
的
な
校

舎
の
形
が
出
来
上
が
っ
た
頃
の
も
の
で
す
。
こ
こ
に

は
昭
和
3
年
に
入
学
し
、
6
年
間
過
ご
し
た
子
ど
も

達
の
姿
が
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
写
真
を
見
る
と
、
当
時
の
情
景
が
思
い
浮
か

び
ま
す
。
さ
な
が
ら
、二
十
四
の
瞳
に
あ
る
よ
う
な
、

先
生
と
生
徒
の
心
温
ま
る
ふ
れ
あ
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
卒
業
式
か

ら
７
年
後
（
昭
和
16
年
）
の
12
月
に
は
、
太
平
洋
戦

争
が
勃
発
し
ま
す
。

開
戦
時
に
は
こ
の
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
成
人
を

迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
卒
業
生
の
多
く
が
戦

場
に
駆
り
出
さ
れ
、
戦
死
さ
れ
た
方
も
少
な
く
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

1931
満
州
事
変

勃
発

講
堂
建
築

1923

明治 33年大正 12年

昭和 6年昭和 16年昭和 20年

昭和 42年

小
学
校
と

昭
和
の
く
ら
し

第    2部

正門：左手にある奉安殿は、戦後すぐに撤去された。 教職員 男子卒業生 女子卒業生

昭和 9年
卒業記念アルバム

平
木
学
校

開
校
1875 

明治 8年

羽
田
学
校

開
校
1874 

明治 7年

平
田
小
学
校
の
、

開
校
か
ら
統
合
ま
で
。

 年 表  

八
日
市
西

小
学
校
開
校

スキ
ャン

50
年誌 スキ

ャン

50
年誌



講
堂
の
上
棟
式
後
の
日
の
記
念
撮
影
。
骨
組
み
だ
け
の
講
堂
の
後
に
、

北
校
舎
と
、
職
員
室
が
あ
っ
た
建
物
が
見
え
る
。

講
堂
の
南
側
に
は
建
物
が
見
え
ず
、
南
側
の
二
階
建
て
校
舎
が
、
ま

だ
建
っ
て
い
な
い
事
が
分
か
る
。

寺
子
屋
か
ら
小
学
校
へ

明
治
の
は
じ
め
頃
ま
で
、
初
等
教
育
は
寺
子
屋
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
寺
小
屋
は
一
般
家
庭
や
寺
院
・
武

家
屋
敷
の
一
室
を
利
用
し
て
開
か
れ
、
上
羽
田
、
中
羽
田
、

下
羽
田
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
寺
小
屋
は
、
明
治
5
年
に
新
た
に
制
定
さ

れ
た
学
校
制
度
に
よ
っ
て
役
目
を
終
え
、
学
校
に
よ
る
教

育
に
移
行
し
ま
す
。

平
田
小
学
校
の
開
校
と
建
設

新
し
い
学
校
制
度
の
も
と
、明
治
7 

年
に
は
羽
田
学
校
、

明
治
8 

年
に
は
平
木
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
後
の
明
治
33
年
に
、
平
田
尋
常
小
学
校
が

開
校
し
、
そ
れ
ま
で
の
羽
田
学
校
と
平
木
学
校
は
こ
の
一

校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
の
建
設
は
、
一
時
期
に
全
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
の

で
は
な
く
、
何
度
も
増
築
す
る
事
に
よ
り
建
て
揃
え
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
明
治
42
年
と
大
正
2
年
に
教
室
増
築
、
明

治
43
年
に
運
動
場
拡
張
、
大
正
3
年
に
奉
安
殿
落
成
と
の

記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
正
12
年
に
は
講
堂
が
落

成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
棟
式
の
日
に
撮
ら
れ
た
写
真
で

は
、
増
築
の
歴
史
を
垣
間
見
る
事
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

そ
の
後
も
増
築
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

開
校
ま
で
の
道
の
り
と
校
舎
の
建
設

学
校
生
活
を
振
り
返
る

激
変
す
る
時
代
と
、
目
に
浮
か
ぶ
学
び
の
情
景

 

昭
和
初
期
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
前
の
学
校
生
活
は

平
穏
な
も
の
で
し
た
。

そ
こ
で
、
平
田
小
学
校
で
教
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
上
平
木
町
の
光
井
宣
雄
さ
ん
に
、
自
身
が
生
徒

と
し
て
同
小
学
校
に
通
わ
れ
て
い
た
当
時
の
様
子
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

光
井
さ
ん
は
校
内
で
の
勉
強
よ
り
も
む
し
ろ
、
自
然
と

親
し
ん
だ
記
憶
が
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

日
野
川
で
の
魚
と
り

あ
る
日
、
学
校
に
行
く
と
「
今
日
は
天
気
が
良
い
の
で

日
野
川
に
い
く
ぞ
！
」
と
先
生
が
。
そ
し
て
そ
の
一
言
で
、

全
員
が
教
室
を
出
て
日
野
川
に
魚
と
り
に
行
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
途
中
に
は
雪
野
山
が
あ
り
、
峠
（
腰
越
）
を
越

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
先
生
か
ら
は
峠
道
で

は
無
く
、
道
の
無
い
山
中
を
越
え
る
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
は
思
い
思
い
に
山
中
に
入
り
、
自
分
で
ル
ー
ト

を
見
つ
け
て
日
野
川
ま
で
行
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
日
の
思
い
付
き
で
課
外
授
業
に
切
り
替
え
た
り
、

子
ど
も
達
に
、
道
の
無
い
危
険
な
山
中
を
歩
か
せ
る
事
な

ど
、
今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
当
時
の
小
学
校

で
は
、
珍
し
い
事
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

何
事
に
も
お
お
ら
か
な
古
き
良
き
時
代
の
情
景
が
浮
か

び
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
自
ら
の
力
で
困
難
を
乗
り
越
え
、、

豊
か
な
創
造
力
で
時
間
を
楽
し
む
子
ど
も
達
と
、
そ
れ
を

見
守
る
先
生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
前
の
話
で
す
。

開
戦
の
昭
和
16
年
、
平
田
尋
常
小
学
校
は
平
田
国
民
学
校

に
名
を
変
え
、
戦
意
を
昂
揚
し
戦
争
に
勝
つ
た
め
の
教
育

が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
戦
況
の
悪
化
と
共
に
軍
事

色
が
さ
ら
に
強
ま
り
、
戦
争
を
続
け
る
た
め
の
、
勤
労
奉

仕
の
受
け
皿
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

戦
前
の
教
科
書

昭
和
8
年
か
ら
15
年
ま
で
の
間
、全
国
の
尋
常
小
学
校
で
は
国
語
教
育
に「
小

学
国
語
読
本
」
と
い
う
名
の
、
国
定
第
4
期
国
語
教
科
書
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
カ
ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
た
、
最
初
の
低
学
年
用
教
科
書
で
し
た
。

「
サ
イ
タ 

サ
イ
タ 

サ
ク
ラ 

ガ 

サ
イ
タ
」
で
始
ま
る
事
か
ら
サ
ク
ラ
読
本
と

い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
ま
し
た
。

古
き
良
き
、
戦
前
の
学
校
生
活

そ
し
て
、
平
田
小
学
校
は
昭
和
42
年
、
八
日
市 

西
小
学
校
へ
の
統
合
に
伴
っ
て
廃
校
に
な
り
ま
し
た

が
、
校
舎
は
昭
和
51
年
ご
ろ
ま
で
使
わ
れ
ま
し
た
。

昭和 36年頃の平田小学校の見取り図

尋
常
小
学
校
の
時
間
割
（
復
刻
）。
科
目
と
時

間
数
は
小
学
校
令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
。

二
宮
金
次
郎
の
銅
像

国
定
第
4
期
国
語
教
科
書

修
身
と
二
宮
金
次
郎

平
田
尋
常
小
学
校
の
正
面
玄
関
前
に
は
、
蒔
を
背
負
っ
た
二
宮
金
次
郎
の
銅

像
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
戦
前
に
は
「
修
身
」
と
い
う
教
科
が
あ
り
、
勤
勉
と

親
孝
行
を
重
ん
じ
る
道
徳
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
修
身
の
教
科
書
で
は
、
二

宮
金
次
郎
が
そ
の
手
本
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
教
科
書
の
挿

絵
を
元
に
し
て
作
ら
れ
た
銅
像
が
、
各
小
学
校
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

奉
安
殿
と
共
に
戦
前
の
教
育
を
象
徴
す
る
も
の
で
し
た
が
、
戦
後
、
修
身
が
教

科
か
ら
外
さ
れ
た
後
も
銅
像
は
撤
去
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

建築中の講堂

平
田
小
学
校
の
最
後
の
姿

平
田
小
学
校
は
、
幾
度
も
増
築
を
繰
り
返
し
て
、
そ
の
形
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
42
年
の
廃
校
ま
で
、
地
震
や
台
風
、
さ
ら
に
戦
争
を
乗
り
越
え

て
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

現
在
こ
の
跡
地
に
は
平
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
校
舎
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
入
口
に
は
当
時
の
門
柱
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

出典：はなまるブログ



戦
時
中
、
平
田
地
区
は
空
襲
を
免
れ
、
直
接
的
な
攻
撃

の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
一
億
総
決
起
の

国
家
体
制
の
中
、
生
活
の
全
て
が
軍
事
一
色
に
染
ま
り
、

平
田
小
学
校
の
学
校
生
活
も
一
変
し
ま
し
た
。

尋
常
小
学
校
か
ら
国
民
学
校
へ

開
戦
の
昭
和
16
年
、
戦
時
体
制
強
化
の
一
環
と
し
て
学

校
制
度
が
変
更
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
は
国
民
学
校
に
変
わ

り
ま
し
た
。
開
戦
後
、
日
を
追
う
に
つ
れ
軍
事
色
が
強
ま

れ
、
小
学
校
で
も
戦
う
為
の
訓
練
を
目
的
と
し
た
実
践
教

育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
へ
は
、
列
を
組
ん
で
軍
隊
の
行
進
の
よ
う
に
大
き

く
手
を
振
り
、
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
登
校
す
る
毎
日
で
し

た
。
そ
し
て
体
育
の
授
業
で
は
、
戦
場
で
の
基
本
動
作
の

一
つ
で
あ
る
匍ほ

匐ふ
く

前
進
の
実
技
教
習
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。運

動
場
周
辺
の
よ
う
す

運
動
場
の
周
り
は
野
菜
畑
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
秋
口
に
は
、
イ
ナ
ゴ
を
乾
燥
さ
せ
る
為
の
、
干
し
場

所
と
し
て
運
動
場
の
一
角
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
運
動
場
に
は
防
空
壕
が
掘
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
、
八
日
市
飛
行
場
に
向
か
う
爆
撃
機
の
飛

行
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
Ｂ
29
が
こ
の
運
動
場

の
真
上
を
通
過
し
ま
し
た
。

軍
事
一
色
・
戦
時
下
の
学
校
生
活

昭
和
30
年
代
を
振
り
返
る

何
百
年
も
続
い
た
営
み
が

わ
ず
か
十
年
で
様
変
わ
り

昔
話
に
「
お
じ
い
さ
ん
は
山
へ
柴
刈
り
に
、
お
ば
あ
さ
ん

は
川
へ
洗
濯
に
行
き
ま
し
た
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
遠
い
昔
の
日
常
を
描
い
た
も
の
で
す
が
、
山
が
あ

り
小
川
の
多
い
こ
の
地
域
で
も
、
こ
の
よ
う
な
生
活
が
何

百
年
も
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、「
お
父
さ
ん
は
牛
で
田
を
す
き

に
行
き
、
お
母
さ
ん
は
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
。
そ
し
て
戦

後
生
ま
れ
の
私
は
、
に
わ
と
り
の
お
世
話
」
と
い
っ
た
よ

う
な
暮
ら
し
が
行
わ
れ
て
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
暮
ら
し
は
昭
和
30
年
代
に
大
き

く
変
化
し
、
昭
和
40
年
頃
に
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

わ
ず
か
10
年
間
で
一
変
し
た
の
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
生
活

に
革
命
が
起
こ
っ
た
歴
史
的
な
時
期
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

昭
和
の
く
ら
し

戦
後
10
年
を
経
過
し
た
昭
和
30
年
代
は
、
高
度
経
済
成

長
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
中
頃
に
は
電
話
や
自
家
用
車
、

さ
ら
に
、「
三
種
の
神
器
」
と
も
て
は
や
さ
れ
た
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
が
普
及
し
始
め
ま
す
。

こ
の
事
に
よ
り
生
活
は
徐
々
に
近
代
化
さ
れ
て
行
き
ま

す
が
、
昭
和
40
年
頃
ま
で
は
昔
な
が
ら
の
、
自
然
の
恵
み

や
家
畜
に
依
存
し
た
生
活
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

住 

ま 

い

当
時
の
一
般
的
な
農
家
は
、「
ザ
シ
キ
」「
デ
」
の
六
畳

二
間
に
、「
ヘ
ヤ
（
ナ
ン
ド
）」「
ダ
イ
ド
コ
」
の
田
の
字
型

の
間
取
り
に
、
か
ま
ど
が
あ
り
、
風
呂
場
、
便
所
が
門
口

近
く
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
ツ
シ
」
と
言
っ
て
一
年
中

の
燃
料
と
な
る
柴
を
保
管
す
る
二
階
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

か 

ま 

ど
・
七
輪

か
ま
ど
は
ク
ド
と
い
い
、
当
時
は
各
家
に
あ
り
ま
し
た
。

茶
釜
、
三
升
釜
、
五
升
釜
、
八
升
釜
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
三
つ
の
ク
ド
で
ご
飯
を
炊
い
た
り
、
煮
炊
き
を
し
ま
し

た
。
燃
料
は
柴
な
ど
で
す
。
ま
た
、
魚
を
焼
く
と
き
は
七

輪
に
炭
を
入
れ
火
を
起
こ
し
ま
し
た
。

風
呂

風
呂
は
家
の
中
の
土
間
に
あ
り
、
桶
風
呂
が
一
般
的
で

し
た
。
風
呂
の
水
は
ガ
チ
ャ
コ
ン
ポ
ン
プ（
手
押
し
ポ
ン
プ
）

で
何
度
も
汲
み
上
げ
バ
ケ
ツ
で
運
び
ま
し
た
。

経
済
成
長
と
と
も
に
消
え
去
っ
た
生
活
様
式

昭
和
中
期
の
田
植
え
風
景
。
中
羽
田
町
の
北
西
端
あ
た
り
。
背
景
は
雪
野
山

学
校
生
活

終
戦
に
近
づ
い
た
頃
の
学
校
生
活
に
つ
い
て
、
当
時
の

在
校
生
の
方
々
に
も
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら

口
を
そ
ろ
え
て
出
る
の
は
「
そ
の
頃
は
学
校
で
勉
強
し
た

と
い
う
記
憶
は
あ
ま
り
無
い
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
教

室
で
の
学
習
よ
り
、
運
動
場
の
周
囲
に
植
え
ら
れ
た
野
菜

の
世
話
、
山
裾
あ
た
り
で
の
松
根
油
の
採
取
な
ど
の
、
奉

仕
活
動
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
食
料
と
し
て
供

出
す
る
イ
ナ
ゴ
の
採
取
が
宿
題
と
し
て
出
さ
れ
、
イ
ナ
ゴ

を
自
分
た
ち
で
採
っ
た
り
親
に
と
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て

学
校
に
持
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

学
校
に
持
っ
て
い
く
弁
当
は
麦
飯
で
、
贅
沢
を
し
て
い

な
い
か
、
先
生
が
中
身
を
調
べ
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

は
り
ぼ
て
の
戦
闘
機

陸
軍
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
小
学
生
た
ち
で
力
を
合
わ

せ
て
は
り
ぼ
て
の
飛
行
機
を
作

り
ま
し
た
。
木
と
竹
で
原
寸
大

の
骨
組
み
を
作
り
、
そ
の
上
に

紙
を
貼
っ
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
敵
機
に
偽
の
飛
行

機
を
見
せ
て
誤
爆
さ
せ
る
」
と

い
う
事
を
目
論
ん
だ
も
の
で
し

た
が
、
こ
の
偽
物
が
爆
撃
さ
れ

る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

墜落したグラマン艦載機： 疎開で平田小学校に通学していた子供達が、先生に連れ
られて見学。翼によじ登り、のぞき込んだりコーティングを剥がしたりした。まわ
りは黒山の人だかり。昭和 20年 7月 25日に墜落。

グ
ラ
マ
ン
艦
載
機
が
不
時
着

あ
と
20
日
で
終
戦
を
迎
え
る
昭
和
20
年
7
月
25
日
、
上

羽
田
の
上
空
で
米
艦
載
機
グ
ラ
マ
ン
F
6
F
の
編
隊
と
陸

軍
の
五
式
戦
闘
機
二
十
数
機
と
の
空
中
戦
が
あ
り
、
五
式

戦
闘
機
の
銃
撃
を
受
け
た
グ
ラ
マ
ン
F
6
F
機
が
西
方
の

水
田
に
胴
体
着
陸
し
ま
し
た
。
こ
の
事
は
す
ぐ
に
平
田
中

に
広
が
り
、
多
く
の
人
が
そ
の
様
子
を
見
よ
う
と
、
現
場

に
集
ま
り
ま
し
た
。
平
田
小
学
校
の
児
童
も
先
生
に
連
れ

ら
れ
不
時
着
し
た
敵
軍
機
を
見
に
来
ま
し
た
。

       出典：上羽田町のあゆみと思い出

生徒が作った、はりぼての戦闘機

出典：私とあなたの平田地区 50年



燃
料
は
山
で
刈
っ
た
柴
な
ど
で
す
。ま
た
、「
も
ら
い
風
呂
」

と
い
っ
て
隣
の
家
同
士
な
ど
で
お
互
い
に
行
き
来
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
形
態
も
桶
風
呂
か
ら
五
右
衛
門
風
呂
に
変

化
し
て
い
き
ま
し
た
。

に
わ
と
り

農
家
の
多
く
は
庭
先
で
に
わ
と
り
を
飼
い
、
卵
を
と
っ
て

食
べ
た
り
、
食
用
に
し
た
り
し
ま
し
た
。
毎
日
水
と
餌
を
や

り
ま
す
。
餌
は
、す
い
す
い
葉
や
ゆ
り
ご
（
く
ず
米
）
で
す
。

蚕
を
飼
っ
て
い
る
家
も
あ
り
、
繭
を
作
り
、
八
日
市
の
製

糸
工
場
へ
納
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

婆
さ
ん
が
語
る
柴 

刈 

り
の
想
い
出

昭
和
30
年
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
、
各
家
庭
で
の
主
要
な
燃

料
は
柴
で
あ
り
、
山
で
の
柴
刈
り
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
当
時
娘
一
人
で
暮
ら
し
て
い
た
大
正
生
ま
れ
の
お

年
寄
り
か
ら
、こ
の
柴
刈
り
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

上
平
木
町
の
戦
時
中
の
昭
和
20
年
頃
の
様
子
で
す
。

	

お
は
な
し

月
に
一
回
ぐ
ら
い
、朝
早
く
（
７
時
半
ご
ろ
）
弁
当
を
持
っ

て
山
裾
に
集
合
し
ま
す
。

３
つ
の
組
が
１
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
鳴
谷
・

城
の
谷
・
城
跡
の
あ
た
り
に
柴
刈
り
に
行
き
ま
し
た
。
持
参

物
は
、
リ
ヤ
カ
ー
・
縄
・
か
ま
・
熊
手
な
ど
で
す
。
松
の
葉

や
小
枝
が
落
ち
た
も
の
が
沢
山
あ
る
と
こ
ろ
を
探
し
、
熊
手

で
集
め
、
男
が
縄
で
束
に
硬
く
結
い
ま
す
。

そ
の
作
業
が
終
わ
る
こ
ろ
お
昼
に
な
り
ま
す
。
昼
食
は
み

ん
な
が
輪
に
な
り
、
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。    

昼
過
ぎ
に

な
る
と
、
柴
は
二
束
ず
つ
を
ひ
と
つ
に
し
、
名
前
が
つ
け
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
を
ひ
と
り
あ
た
り
五
つ
か
六
つ
も
ら
え
る
よ

う
、
男
が
準
備
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
後
名
前
の
付
い
た
二
束
に
な
っ
た
荷
を
背
負
い
何
回

も
往
復
し
て
山
下
へ
下
し
ま
し
た
。

山
の
上
で
は
、
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
た
自
分
の
束
を
み

ん
な
が
必
死
に
な
っ
て
探
し
合
い
、
ま
る
で
戦
場
の
様
で
し

た
。
女
の
自
分
に
は
二
束
を
背
負
っ
て
立
つ
の
が
や
っ
と
の

こ
と
で
、
本
当
に
重
く
て
大
変
で
し
た
。

山
下
へ
下
し
た
柴
は
、
リ
ヤ
カ
ー
に
乗
せ
ま
す
が
、
家
族

に
迎
え
に
来
て
も
ら
う
人
や
、
迎
え
に
来
て
も
ら
え
な
い
人

も
あ
り
、
み
ん
な
が
助
け
合
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

農
家
と
農
業

牛
が
大
切
な
働
き
手

昭
和
30
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
牛
が
飼

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
家
を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、「
う

ま
や
」
が
あ
り
、
土
間
の
と
こ
ろ
に
牛
が
い
ま
し
た
。
ひ
と

つ
屋
根
の
下
に
人
間
と
牛
が
同
居
し
て
い
ま
し
た
。
牛
の
餌

は
、
毎
朝
、
田
ん
ぼ
の
草
を
刈
り
、
藁
な
ど
を
混
ぜ
て
与
え

ま
し
た
。

田
ん
ぼ
を
鋤
く
に
は
、
牛
が
ま
っ
す
ぐ
歩
く
よ
う
に
、
牛

の
先
に
歩
く
鼻
持
ち
が
い
て
、
後
ろ
に
は
「
か
ら
す
き
」
と

い
う
道
具
を
使
っ
て
土
を
耕
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
牛
は
農

家
に
と
っ
て
大
切
な
働
き
手
で
し
た
。

農
作
業
の
よ
う
す　

田
植
え
は
、
苗
代
で
大
事
に
育
て
た
苗
を
運
び
、
一
株
一

株
丁
寧
に
人
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
業
は
一
家

総
出
で
、
ま
た
近
所
や
親
せ
き
と
組
み
手
伝
い
合
い
な
が
ら

進
め
ま
し
た
。
食
事
は
、
朝
、
前
昼
、
昼
、
後
昼
、
夜
と
五

食
ぐ
ら
い
摂
っ
て
い
ま
し
た
。
田
植
え
が
終
わ
る
と
、
早さ

苗な

振ぶ

り
（
田
植
え
を
無
事
終
え
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
慰
労
）
と

な
り
ま
し
た
。　

秋
に
は
収
穫
作
業
の
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
す
。
の
こ
ぎ
り

鎌
を
使
っ
て
一
株
ず
つ
手
で
刈
り
取
り
、
束
に
し
ま
す
。
そ

の
稲
束
を
竹
と
杭
で
組
み
立
て
た
稲は

架さ

に
掛
け
て
干
し
ま
し

た
。
羽
田
で
は
、
地
干
し
も
あ
り
ま
し
た
。
地
区
の
一
部
の

湿
田
で
の
作
業
は
、
足
の
く
る
ぶ
し
ま
で
沈
ん
で
し
ま
う
く

ら
い
、
田
面
が
柔
ら
か
く
大
変
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。　

稲
架
で
乾
か
し
た
稲
束
か
ら
籾
に
す
る
脱
穀
作
業
は
、
足

踏
み
式
稲
こ
き
機
を
使
い
ま
し
た
。
そ
の
後
「
イ
ジ
コ
」
に

入
れ
て
、
家
に
持
ち
帰
り
ま
す
。
籾
は
家
の
庭
や
軒
先
に
む

し
ろ
を
敷
い
て
広
げ
天
日
干
し
を
し
て
、
均
等
に
乾
か
す
た

め
一
日
に
一
・
二
回
混
ぜ
返
し
ま
し
た
。

冬
に
は
、
収
穫
し
た
コ
メ
を
入
れ
る
俵
を
編
む
こ
と
が
仕

事
で
し
た
。

農
業
と
暮
し
の
近
代
化　

戦
後
の
復
興
が
一
段
落
し
た
昭
和
三
十
年
代
は
、

高
度
成
長
期
と
呼
ば
れ
る
時
期
で
あ
り
、
農
業
と

日
々
の
生
活
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
原
動

力
と
な
っ
た
の
は
、
大
規
模
に
行
わ
れ
た
土
地
改
良

事
業
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

河
川
の
改
修
に
よ
り
水
利
環
境
が
整
い
、
圃
場
整

備
に
よ
り
農
作
業
は
効
率
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
土

地
改
良
事
業
は
雇
用
を
生
み
出
し
、
農
業
の
兼
業
化

が
進
み
ま
し
た
。
一
方
で
、
耕
作
地
の
周
辺
や
小
川

に
沿
っ
て
植
え
ら
れ
て
い
た
桑
の
木
が
伐
採
さ
れ
、

細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
た
養
蚕
業
も
、
こ
の
あ
た
り

の
時
期
に
消
え
去
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
30
年
代
に
進
め
れ
れ
た
土
地

改
良
事
業
は
、
単
に
地
面
の
形
を
変
え
た
だ
け
で
な

く
働
き
口
を
生
み
出
し
、
所
得
を
増
や
す
事
に
よ
っ

て
農
家
の
暮
し
を
大
き
く
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
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出典：JapaneseClass.jp
ガスや電気による炊事用具が普及するまではかまどが
利用された。各家庭には、茶釜、三升釜、五升釜、八
升釜等のサイズに合わせた、三連のかまどがあった。
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